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Third tier visual cortexでは，3種類のトレーサーで標
識された細胞が，モザイク状に入り組み重なって分布し
ており，水平子午線や垂直子午線の再現部位は，はっき




Third tier visual cortexは，様々な視野局在部位の情報を
同時に処理し，複雑な視覚情報処理を行っていることを
示唆している． 
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の感覚エンリッチメントの効果（継続） 
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単独ケージ飼育されているマカクの活動性向上を
目的として，人間の重度遅滞や痴呆の症状改善のために
実施されている感覚運動訓練を模した環境エンリッチ
メントを実施し，効果を測定した．17年度におこなっ
た触覚刺激に加え，視覚聴覚刺激として条件 1）ベルの
音，条件 2）懐中電灯の光，条件 3）操作可能なもの（水）
を提示した．被験体は京都大学霊長類研究所の大型個別
ケージで飼育されているニホンザル 3個体とアカゲザ
ル 2個体とした．実験者を被験体に十分馴らした後，格
子越しに刺激を提示した．条件ごとに 15分間刺激を提
示し，前後の行動を比較した．近接反応を，刺激に対し
て常に反応する場合から全く反応しない場合までの 5
段階で評価した．その結果，ベルの音，懐中電灯の光に
はすぐに反応しなくなったが，水への操作として飲む，
触れるなどの行動が継続的に出現した．実験前後の活動
性の比較で，活動性が最も低い 1個体で刺激提示直後に
活動が増加した．以上から，触知性や操作可能性を促す
感覚エンリッチメントは単独ケージ飼育個体の活動性
向上に短期的効果があることが分かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
